平成21年2月19日

岐阜大学大学院教育学研究科修士課程
心理発達支援専攻臨床心理学コース
合格の皆様へのお願い
岐阜大学大学院教育学研究科修士課程
心理発達支援専攻
　春寒の候、ますます御健勝のこととお喜び申し上げます。この度は私たちの大学院、岐阜大学大学院教育学研究科修士課程心理発達支援専攻臨床心理学コースにめでたく合格され、まことに御目出度うございます。私たち教官も皆様とともに2年間の大学院生活を送れることを楽しみに致しております。

　ところで、心理発達支援専攻臨床心理学コースでは合格された皆様に、入学までのこの春休みの間、修士論文の計画を具体的に立てて頂きたいと考えています。大学院入試の時からは卒業論文も完成され、研究方向もさらに深く検討され、場合によっては研究テーマも変更した場合もあると思います。
同封しました『修士論文計画案』は、修士論文計画の書式であります。この書式に従いまして、自分で修士論文作成計画を立案し、平成21年4月7日(火)の入学式後の『オリエンテーション』後に提出(copy20部)して下さい。この計画書を元に、臨床心理学コースだけで『自己紹介＋修士論文検討会』(場所A719)を開きたいと思います。このword文書は下記のホームページ[宮本正一のHP,便利帳]からdownloadすることもできますのでご利用下さい。
4月からの大学院生活を充実したものにするためにも是非この課題を達成して下さい。不明な点は下記のメールにて自由に質問して下さい。
皆様の日々の努力を期待しております。
連絡先　〒501-1193 岐阜市柳戸１－１　岐阜大学教育学部　宮本正一　

メールアドレス　miyamoto@gifu-u.ac.jp
http://www1.gifu-u.ac.jp/~gupsycho/miyamoto/masakazu.htm/benrichou.htm
修士論文計画案
年　　　月　　　日

氏名：
(仮)題目
キーワード
「研究の問題意識」
本研究の具体的な目的につながるように，その問題意識，何をどのようにとらえようとするのか，またどのような発見が期待できるのかを，自分の体験や従来の研究の展望，文献研究などから発展させて述べる。可能ならば，図示しながら説明。
適宜文献を引用しつつ記述し，特に次の点については，焦点を絞り，具体的かつ明確に記述。
1 研究の学術的背景（関連する国内外の研究動向，理論的バックグラウンド）
2 なにをどこまであきらかにしようとするのか
3 本研究の学術的な特色・独創的な点
4 仮説（予想される結果・素朴に予想していることを列記してみる）
5 本研究の学問的・社会的意義
「目的」
題目のもとに明らかにしたいことを明確にする。
「本研究の目的は，上記の仮説を以下の方法によって検証することが目的である。すなわち・・・・・」
「研究方法」
研究対象（子ども・大人，学年，年齢，性別など）と，必要とされる研究協力者のおおよその人数
研究のフィールドと時期（どこの授業や学校など？）と時期（学校や授業での調査協慮をしてもらう場合，先方の都合を考えた時期を選ぶ）
具体的な研究方法や手続き（観察・実験・調査・インタビュー。既成の質問紙や検査か，新たに尺度を作成して用いるのか，どのような機材を用いて実験を行うのか，仮説に応じたものを述べる）
人権の保護の扱い・倫理面での配慮
研究を進めていくうえで予想される困難な点
分析方法（どのような変数をどのような具体的な統計手法で分析するのか）
「スケジュール」
以下の点について，自分で予定を立てる。
問題と目的，仮説の検討の時期
実際の実験や調査の時期
分析にかかる時期
結果を考察する時期
　すでに受け入れられている事実や発見・知見や理論との相違点を明らかにし，得られた結果の学術的あるいは実際的意義，有効性について検討。研究の結論の限界と問題点を明確化する。
提出予定日
「文献」
関連する読んだ文献を定められた形式で記載。
